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1. 自社整備の対応範囲
■ 認証工場を目指しており、足回り以外の車検準備、軽微な3ヶ月点検、自社での架装補
修や事故修理を内製化している。

■ すべての車両にTPMSを装着し、パンク等のトラブルへ即座に対応できる体制を構築し
ている。

■ 予備車（バックアップ車両）の常時確保: 故障や車検時に代替できる予備車を常時用意
することの重要性を重視している。

■ ディーラー整備士の採用に伴う相手方の体制悪化とそれによる自社の中重整備受入拒否
リスクを回避し、協力関係を維持するため、同職種からの転職打診は原則として断る方
針としている。

2. 中古車購入・選定における明確な基準
■ 中古車・新古車を購入する際は過去の使用地域・登録地を追跡し、北海道・東北・北
陸・長野・甲信越エリアで走行・登録されていた車両は購入不可とするなどの独自の厳
格な基準を適用している。

2. アイドリング短縮と操作のマニュアル化
■ マフラー詰まりやエンジンの不具合を防ぐため、新車にアイドリングストップヒーター
等を全車装着し、アイドリング時間を削減している。

■ 経験の浅いドライバーの不適切な運転操作による過回転やエンジンへの過度な負担・故
障を防ぐため、オートマ車・マニュアル車の取扱いや運転操作のマニュアルを作成して
いる。

株式会社ツーワン輸送さん

車両整備の内製化と長期稼働体制 Dグループ共有事例 文責：上田麗妃
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1. 背景
■ タイヤ交換の外注工賃（1本あたり2,000円）が発生しており、交換費および購入費の両
面でコスト削減が必要であった。

■ 従来使用していたブリヂストン製タイヤの価格上昇に伴い、車両維持費の負担が増加し
ていた。

2. 行動
■ 交換費の削減（内製化）：本社とサービスカーにタイヤチェンジャーを各1台（計2

台）導入し、作業を内製化した。さらにサービスカーを活用し、自社の複数拠点へ出張
対応できる体制を整備した。

■ 購入費の削減（銘柄見直し）：低価格な中国・サイルン社製タイヤを導入し、実際の運
行を通じた性能・耐久性の検証を開始した。

2. 成果
■ 作業の内製化により、1本あたり2,000円の外注工賃を削減した。
■ サイルン社製タイヤへの切り替えにより、タイヤ本体の購入費も削減した。

2. 課題
■ サイルン社製タイヤは低コストである一方、自社運用においてバーストが発生しやすい
傾向がみられる。

■ 今後は走行距離・使用条件・バースト発生件数を詳細に記録・分析し、安全性と耐久性
の検証を継続する。

九州栄孝エキスプレス株式会社さん

タイヤ交換内製化：工賃2,000円/本と購入費削減 Eグループ共有事例 文責：伊藤英也
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1. 徹底した整備内製化と独自システムの活用
■ 整備の自社比率は9割から9割5分に達している。
■ フロントガラスの交換まで含めた徹底的な内製化と「壊れる前に直す」予防整備を実施。
■ 独自の整備システム（カルテ）を開発して運行管理と連動させ、整備士がタブレットで
過去の修理履歴を現場で確認・データ蓄積できる環境を用意。

■ 外部からの整備請負（外販）は行わず自社車両に専念しており、車検や点検で車を工場
に入れるタイミングは運行側ではなく整備側が決定権を持っている。

2. ターゲットを絞った採用と独自教育の徹底
■ 営業ノルマや接客を敬遠するディーラー出身の整備士をターゲットとし、Webやハロー
ワーク経由で効果的に採用活動を行ってる。

■ 全国の採用ドライバーに対し奈良本社で1週間の泊まり込み研修を実施し、整備士によ
る実車を使った半日がかりの日常点検教育の徹底を行っている。

2. 集中購買と現場従業員の負担軽減策
■ 新車車両の一括・集中購買や、整備部品およびタイヤの集中購買を行うことで、大幅な
コストダウンを図っている。

■ タイヤは価格だけでなく、整備士の交換作業の負担を減らすことを目的に、TOYOやミ
シュランのロングライフタイヤを選定。

■ ドライバーの負担を減らすため毎日の手洗い洗車を極力なくし、門型洗車機の利用や燃
料会社と連携した「洗車カード」を導入している。

フジトランスポートさん

車両管理システム・人材採用・コスト管理で支える自社整備体制
Cグループ共有事例 文責：疋田遼


